
C o n t e n t s

「志をつなぐ」

　1973年に創立された北海道アルバー

タ酪農科学技術交流協会。その活動の中

で、これまで延べ500名を超える酪農家、

教育研究者、留学生たちの交流を促進し

てきました。日本酪農の発展においては

もちろんのこと、北海道とアルバータ州、

ならびに北海道とカナダ政府との国際交

流にも大きな貢献をもたらしています。

今年も、協会が運用している基金からの

支援で北米に留学した学生たちの報告を

聴きました。あらゆる情報にネットでつ

ながり、瞬時に、しかもかなりリアルに

入手できる今になっても、“現地の牛舎に

入り込んで、異文化の空気に触れながら、

自分の目と身体で体験してきた学び”は、

若者たちの将来にとってどれだけの力に

なることかと思いました。

　本交流協会創立の直接的なきっかけは、

1972年に佐藤貢氏がカナダの副首相兼農

務大臣Dr. H. Hornerに、酪農交流を申

し入れたのが端緒です。しかしながら、

佐藤貢氏の思いの始まりは、その44年前、

1928年にまで遡ると考えて間違いないで

しょう。以下に、1928年当時（佐藤貢氏

30歳）のアルバータ州での光景を紹介し

ましょう。

　『なんと、そこに飼われている100頭の

乳牛のほとんどが脂肪率3.7％から4.2％

というではないか。しかもそれが何代も

続いているのである。…（中略）…いい

牧草を作れば、優れた乳牛ができるもの

だと感心した。』（『佐藤貢の生涯』公益財

団法人酪農学園後援会出版から）

　そして1994年、交流協会創立から21年

目、佐藤貢氏96歳にして、以下のように

交流協会創立の理由を二つ、我々に語っ

て下さっています。力強く。

　『一つは、北海道より寒冷な気象の同

州（アルバータ州）で、早くからアルフ

ァルファの見事な栽培をやっており、し

かも１人か２人の労力で70から100頭ほ

どの乳牛を飼っている。この合理的な経

営技術をぜひ体得して、日本酪農の国際

競争力を高めてほしいからである。二つ

は、若者に国際性豊かなグローバルな視

野を持った人間に成長してほしいからで

ある。』（同上）。

　今、世界の酪農技術は実に多様化して

います。未曽有のパンデミックに加え、

昨今の様々な国際情勢の変化による外圧

もあって、酪農家は益々知恵を絞って変

化し、多様化せざるを得ない状況と言っ

てもよいでしょう。しかしながら、約30

年前に佐藤貢氏が我々に語って下さった

『合理的な経営技術の体得』、『国際競争力

を高める』と同時に『国際性豊かなグロ

ーバルな視野の涵養』は、時代と環境が

変わっても不変であります。そこに最終

ゴールというものはありません。

　佐藤貢氏や偉大なる先人たちの志を受

け継いでいる我々です。北海道アルバー

タ酪農技術交流協会は、“これまで通り”

で立ち止まっているわけにはいきません。

酪農学園に学ぶ学生たちとアルバータ州

の酪農家たちの交流、そして北海道とア

ルバータ州との交流を益々活発にしてい

けるよう、『次世代酪農家育成１st』で知

恵を絞り、我々の責任を具現化してまい

る所存です。

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　髙島　英也
（学校法人酪農学園　理事長）
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Trans	Ova	Genetics
営業本部長

	
ブランドン・ピーターソン

Trans	Ova	Genetics
国際事業開発マネージャー

	
P J バドラー

  講 演 者　

2023年度海外農業技術セミナー
　2023年６月24日（土）、アルタジャパ

ン株式会社との共催で「北米におけるウ

シのゲノミック評価と受精卵移植技術の

現状およびOPU-IVF技術への期待」と

題した海外農業技術セミナーを開催しま

した。

　牛ではゲノミック評価と生体卵子吸引

技術（OPU, Ovum Pick Up）と体外受

精技術（IVF, In Vitro fertilization）を組

み合わせた受精卵生産（OPU-IVF法）に

より、効率的な育種改良が行われていま

す。特に北米はゲノミック評価および

OPU-IVF法を応用した牛の育種改良技

術が最も進んだ地域のひとつです。本

セミナーでは、2017年に開催した海外

農場技術セミナー「カナダにおける乳

牛のゲノム評価とOPU-IVFの現状-The 

present situation 

o f  g e n o m i c 

evaluat ion and 

OPU-IVF in dairy 

cattle in Canada」

に続いて、牛の育種

改良におけるゲノ

ミック評価と受精卵

移植技術の応用に関

し て、 こ の 分 野 の

リーディングカンパ

ニーである米国・ア

イ オ ワ 州 のTrans 

Ova Genetics社の営業本部長であるブ

ランドン・ピーターソン氏と同社の国際

事業開発マネージャーであるPJバドラー

氏に、それぞれの視点からご講演いただ

きました。

　セミナーは対面／オンラインのハイブ

リッド形式で実施され、国内外から約

300名の方にご参加いただきました。

　ブランドン・ピーターソン氏はサウスダコタ州南東部の多角

経営の畜産農場出身。2000年サウスダコタ州立大学卒業後は

Land O Lakes/Farmland FeedsとHubbard Feedsに勤務

し、個人コンサルタントとして飼料業界に携わる。

　またHydro Green Global Technologiesのビジネス開発

ディレクターを務め、米国西部および南西部での肉牛の繁殖

農家および酪農家の経営に携わってきた。現在はTrans Ova 

Genetics社の営業本部長として、同社の高度な生殖技術による

牛肉・乳製品分野へのインパクトを国内外に発信するため、営

業チームを率いている。また250頭のアンガス牛（純粋種）を

飼育するPeterson Angusのオーナー兼マネージャーでもあ

る。妻と２人の息子と、サウスダコタ州アルセスター近郊在住。

　PJバドラー氏は南アフリカで５代続く肉牛農家で育つ。15

歳の時にBonHaven Beef Cattleを設立し、1996年から2021

年にかけてBonHavenをアフリカ南部３か国５か所に拡大す

る。ヘレフォード、アンガス、レッドアンガス、ブラフォード、

ブラフマンの牛群は数々のナショナルショーで優勝し、アフリ

カ大陸でのオークション記録を打ち立てた。

　2012年アメリカのテキサス州に移り、Trans Ova Genetics

社の国際事業開発マネージャーを務めている。毎年開催される

「チャンピオン・オブ・ザ・ワールド」コンテストの運営、共

進会の審査、イベントでの講演、牛のコンサルティングなどで

これまでにアメリカ48州、106か国を訪問している。43か国で

85種類の牛の審査を行い、2017年、６大陸全てでナショナル

ショーの審査を行った史上初の審査員となった。

⃝ 第16回全日本ホルスタイン共進会への協賛
　�2025年10月に北海道で開催される全日本ホルスタイン共進会に協賛し、海外農業技術セミナー等の
検討、準備をいたします。

お知らせ
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獣医学群	
獣医学類	
３年

小
こ じ ま

島　　怜
れ い

アルバータ大学夏季研修報告書

奨学金授与式

アルバータ州派遣留学出発式

　８月４日（金）、酪農学園本館にて「2023

年度　佐藤貢・雪印乳業－酪農学園・アル

バータ大学奨学金授与式」が執り行われま

した。

　夏季研修プログラムの３名は2023年９

月上旬から４週間（または３週間）研修に

参加し、無事に帰国しています。海外農業

研修サポートプログラムの野村さんは今

年の春休みにカナダに渡航する予定です。

　授与式では、本協会の吉中常任理事からの

挨拶があり、奨学生一人ひとりに奨学金目録

が手渡され、学生たちが英語で研修に対す

る抱負を述べ、その意気込みを示しました。

　懇談の際には学生から「カナダで絶対食

べたほうが良いものは何ですか？」「時差

ボケにはどう対処したら良いですか？」な

どの質問が飛び交い、和やかな雰囲気のな

かで情報交換が行われました。最後に萩原

社会連携センター長から激励の言葉があ

り、授与式を終了しました。

　８月22日（火）、「アルバータ州派遣留

学出発式」が執り行われました。

　農食環境学群 食と健康学類４年 髙橋 

志穂さんが、2023年８月24日にカナダに

渡航し、来年５月まで「アルバータ大学

IVSPプログラム」に参加しています。

　式では奨学金が授与され、髙橋さんから

は「いろいろな文化や国の人と友達になっ

て話したり、たくさんの場所を訪れたいで

す。帰ってきたら経験を伝えて留学したい

と思う人を支えられたらと思います。」と

抱負が述べられました。

　懇談の場では、吉中常任理事が

自身の経験も踏まえ「たくさん

の人と接することでさまざまな

チャンスが生まれる。待っていて

も何も始まらないので、積極的に

行動して多くのことを吸収して

ほしい。」とお話していました。

　現在留学中の髙橋さん、そして上記の夏

季研修プログラムに参加した３名の皆さ

ん、海外農業研修サポートプログラムでこ

れから渡航し研修が始まる野村さん、それ

ぞれが現地での出会いや交流により新た

な可能性を開くことを期待しています。

留学へのきっかけ、目的
　獣医師になるために獣医学以外で必要

なことは英語力だと思い勉強を始めたの

が２年生の春休みのことだった。

　新型コロナウイルスの影響もあり、今

まで海外へ行くことをあまり考えていな

かったが勉強していく中で現地に行って

みたいと言う気持ちが強くなり、このプ

ログラムがあることを知り参加を決めた。

カナダでの生活
　８時30分から12時30分まで授業を受

け、午後はアクティビティに参加すると

いう生活だった。授業に間に合うために

６時30分には起きるという生活を送った。

授業内容
　授業ではSDGsや食事や文化の話を通

し自分の意見を発表するという形式だっ

た。

　ランダムで２人組を組み、２人で台本

佐藤貢・雪印乳業–酪農学園・
アルバータ大学奨学金

アルバータ大学夏季研修
プログラム（20万円）

獣 医 学 群 獣 医 学 類 ３年 小　島　　　怜

獣 医 学 群 獣 医 学 類 ３年 松　井　瑞　嬉

獣 医 学 群 獣 医 学 類 ４年 中　原　秋　穂

海外農業研修サポート
プログラム（20万円） 獣 医 学 群 獣 医 学 類 ３年 野　村　薫　乃

今
年
度
の
　
　

奨
学
金
受
給
者
［４名］
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獣医学群	
獣医学類	
３年

松
ま つ い

井　瑞
み ず き

嬉

　私は今、この報告書を帰国した日に書

いています。実際に日本の自分の家で、

この１か月を振り返ってまず初めに思い

出すのは、エドモントンで出会った人た

ちです。ホストマザーのStephanie、授

業の先生だったEvelyn先生、スタッフの

方々、同じプログラムに来ていた日本の

大学生、アルバータ大学の学生など、たっ

た１か月でも本当にたくさんの人と会っ

て、話すことができました。今回参加し

た目的の中にも色んな人と出会い、話す

という目的がありましたが、そこが１番

印象に残るとは予想はしていませんでし

た。日本では獣医学を学んで同じ感覚を

持つ人と関わることがどうしても多く

なってしまうので、違う学問を学んでい

る学生やカナダという異国で育った人の

新しい考え方は多くの刺激になりました。

　ホストマザーはベジタリアンで、動物を

殺したくないという理由で高校生の時か

らベジタリアンになったと言っていまし

た。もちろん私にはお肉を含んだ料理も

提供してくれて私だけ時々お肉を食べて

いました。日本では私の周りにベジタリ

アンの人がいた経験がなく、時々のベジ

タリアン生活はとても貴重な体験でした。

ベジバーガー、ベジタリアンのキッシュ、

ベジタリアンのラザニアなどを食べまし

た。タンパク質をとるために乳製品や豆

を利用すると教えてくれました。私も今

までお肉を食べる必要性を考えることが

あったため日本でもベジタリアン生活を

してみようと思うきっかけになりました。

　また、ホストマザーはカナダの先住民

族との歴史、多文化主義、LGBTQについ

てなど本当に色々なことを教えてくれま

した。カナダは様々な国からの移民がい

ることは有名でしたがエドモントンで生

活していても、頭にターバンを巻いてい

る人や、英語以外の言語を話す人など本

当に色々な人種の人がいました。“カナダ

人”という人の方が少ない印象を持ちま

した。ホストマザーも見た目はカナダ人

ですが、先住民族の血が混ざっていると

言っていました。ホストマザーと話して

いる中で１番印象的だったのは私が「カ

を考え問題解決方法を提示するロールプ

レイをたくさん行った。

　日本の授業とは違い、４人で１つの班

を作り自分の意見を発表する機会が多

かった。全員が日本人で構成されている

クラスだったが、授業中に日本語を使う

ことは禁止されていたため意見を言うこ

とが難しいと感じることもあった。

印象に残った午後のアクティビティ
　１つ目はエルクアイランドパーク。

　国立公園で生活しているバッファロー

を見ることができた。運が悪く群れでい

るところは見られなかったが、バスから

見えるバッファローには迫力があった。

　２つ目はアルバータ大学の農場見学。

　カナダの酪農家の仕組みや乳牛の様子

を見学することができた。同じ部分もあ

れば、違う部分もありそれぞれにメリッ

トデメリットが存在した。直接その農場

で働いている方からお話を聞くことがで

きいい時間となった。

ホームステイ
　私のホームステイ先は、女性の１人暮

しの家だった。家には犬と猫がそれぞれ

１匹ずついた。ホストマザーと朝食と昼

食を前日の夜に準備し、夕食は友達と食

べてくることもあればホストマザーと食

べることもあった。

　ホストマザーとの夕食ではたくさん会

話をした。初めはとてもゆっくり話して

くれたのでわかりやすく、３週間が経つ頃

にはスピードアップしたホストマザーの

会話も理解出来るようになってきていた。

　エドモントンでのおすすめの場所や食

べ物、ホストマザーの家族の話をたくさ

んし、本物の英語を感じる時間だった。

印象に残っていること
１.	ホストマザーと庭で焚き火をしながら
話をしたこと

　ホストマザーの家の庭でこのように火

を焚いて、マシュ

マロを焼いたり、

ワインを飲みな

がらたくさん話

話をした。

　ホストマザー

が留学生のホームステイを受け入れてい

る理由、将来の話をした。ホストマザー

の話は面白く、わかりやすい英語で話して

くれて理解がしやすかった。

２.バンフ旅行
　１番印象に残っているのはカヌー体験。

大自然の中で行うカヌーには迫力があった。

今後について
　この留学は本当にいい経験になったと

思う。

　獣医学部は獣医師になるという共通の

目標があり、そこに向かい勉強している

人と関係築くことが多い。だからこそこ

の留学を通し、他大学、他学部の学生と

交流できたことがよかったことの１つだ

と思う。色々な価値観があり、就職や大

学院への進学の話を聞くことができたの

は刺激になった。

　またカナダは思っていた以上に多国籍

の国でそれぞれの国の文化や価値観を受

け入れ合いながら生活していることを感

じることができた。実際、英語力がまだ

まだな私の話をしっかり目を見て聞いて

くれたホストマザー、先生がいた。お店

の店員さんも全員優しかった。英語力が

足りず伝わらないことや相手の言ってい

ることを理解できないこともあったがそ

れらがこれからも勉強を続けようと思う

理由となった。

　この留学に参加しなければ出会えな

かった人とたくさん出会い、自分の将来

について改めて考えるきっかけとなった。

この留学プログラムに参加することがで

きてよかったと思う。
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ナダ人とアメリカ人の違いは？」と聞い

たときに、「世界みんな同じだよ。どこの

国でもいい人はいる。」と答えてくれたこ

とです。“日本人”が大半の日本にいると、

無意識に人を住む国の違いで捉えてしま

います。ホストマザーは職場で色んな国

の人と働いていて、色んな国に行った経

験があり、どこの国にもいい人はいて、人

を国で捉えてはいけないということを教

えてくれました。今後外国の人と関わる

機会があっても、国という背景無しに１

人の人として関わる大切さを学びました。

　今回のプログラムはCommunication 

Skills for Global Citizenshipというクラ

スで月曜日から金曜日の８時30分から12

時30分（30分休憩）まで毎日１つのテー

マについての英語の授業がありました。

私のクラスでは授業中や休憩中でも日本

語を話すと成績が下がるルールがあった

ため、日本人同士でも英語で話していま

した。最初は本当になんだか恥ずかしく

て嫌だったのが、最後の方では英語で話

すのが当たり前になっていて今まで日本

人と英語で会話することに対して抵抗を

感じていたのが無くなりました。特に印

象的だった授業テーマは多文化主義や持

続可能性（SDGs）です。多文化主義がテー

マの授業では日本は多文化主義になれる

か？など普段考えもしないことをみんな

と英語で議論しました。難しい課題を英

語で議論するのは難しかったですが、日

本は外国人を今後より多く受け入れてい

かなければいけないと思うので、そうなっ

た時に自分は何ができるか、何をするべ

きなのかを考えるきっかけになりました。

持続可能性についての授業では、持続可

能性についてのzero wasteのTEDトー

ク、持続可能な食事とは？持続可能な世

界についてプレゼンしよう！など持続可

能性に向けて自分は何ができるかを深く

考え、行動に移す大切さを感じました。

　私は生き物の保全や野生動物との軋轢

の問題について興味を持っていて、出発

前に国際交流課の方にアルバータ大学の

環境保全を教えている先生にお話を伺い

たいと伝えていました。その結果、現地

のスタッフさんの協力もあり、アルバータ

大学で有名な先生にお話を伺うことがで

きました。その先生ははとても優しく丁

寧に私の質問に答えてくれたため、英語

のリスニングがとても不安でしたが、理

解することができました。カナダでは人

の動物に対するイメージの違いによって、

動物の扱いが変わるとおっしゃっていた

のが印象的でした。例えば、シカは「美し

い」イメージを持つため畑にいても追い

払うだけですが、スカンクやコウモリは

「怖い」イメージを持つため駆除されま

す。私は、シカは駆除対象というイメー

ジしか持っていなかったので、国によっ

て人が動物に対してもつイメージは異な

り、イメージというのは野生動物の保護

管理において意外にも重要なことなのだ

と分かりました。また、私が人の考え方

や行動を変えるにはどうすればよいかと

質問した時、先生は「それは難しく、人

の行動を変えるには自分が行動するしか

ない。簡単ではない。」と教えてくれまし

た。先生は生き物についてのテレビ番組

を昔やっていて、とても影響力がある人

だと思っていましたが、そのような人で

も人の行動を変えることは難しいと感じ

るのかと驚いたのを覚えています。

　今回の留学では、アルバータ大学の研

究農場も訪問することができました。大

学農場は久富さんという方に案内してい

ただきました。久富さんはアルバータ大

学の大学院に社会人で進学した方です。

私はアルバータ大学に来て、海外の大学

のスケールの大きさに驚き、海外で学び

たい!!という気持ちがとても強くなってい

たので、このタイミングで久富さんにお

会いできて、お話を伺えたのはとても光

栄でした。農場見学では、日本では私が知

る限り見たことのない子牛が背中をスリ

スリするための機械や、牛乳を搾る機械、

水が入っているマットなどを見ることが

できました。カナダの牧場ではいかに効

率的に業務を行うかを重視するため、よ

りよい機械を開発する研究が盛んに行わ

れているそうです。久富さんは日本で５

年間働いた後、アルバータ大学の院に留

学したため海外の現場をそのまま鵜呑み

にせずに済んだと後日伺えたことが印象

的でした。私は海外へ学びに行くことや

海外で働くことに興味があったのですが、

まずは日本で働いて日本の現状を知った

上で海外に行くことで、より学びが深ま

るのだと今後の進路の参考になりました。

　留学は全ての時間を自分のために使え

る貴重な期間でした。留学は自分の将来

について考えられて、たくさんの新しい

考え方に触れられて、自分の将来に必ず

影響を及ぼすものだと再確認しました。

たった１か月でしたが、今まで生きてい

る中で１番濃い１か月になりました。あ

りがとうございました。

［	写真１］

アルバータ大学の近くを流れるノースサ

スカチュワン川。向かって左に見えるビル

群がダウンタウンと呼ばれる地域で、オイ

ラーズの試合を見るロジャーズプレイス

や博物館などもあります。

［	写真２］
エドモントン

オイラーズの

試合。

プレシーズン

でも多くの観

客で賑わって

いました。ア

イスホッケー

は思っていた

以上にカナダ

を象徴するスポーツということがわかり

ました。

［	写真３］

アルバータ大学研究農場前での集合写真。

１番左の方が久富聡子さん。
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島
し ま も と
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　私が今回アルバータ大学夏季研修に参

加した目的は、自分の中の経験値を増や

したいと思ったからだ。海外で研修を行

うことで今までとは異なる価値観を得る

ことができ、新たな視点から物事を考え

ることができると考えた。また、留学を

する時期として非常によいタイミングで

あったことも理由の１つに含まれる。私

は大学に入学して以来留学に行きたいと

考えていたが、コロナウイルスの流行に

よりプログラムが中止し海外に渡航する

ことが困難であった。コロナウイルスの

流行も終息し始めたこのタイミングで留

学のプログラムを知ることができ、迷う

余地もなく挑戦した。

　今回のプログラムでは様々な経験を得

ることができた。ホームステイ先での生

活、ロッキーツアー、試合の観戦、緊急

callなどである。私はカナダで、日本で

は観ることのなかったアメリカンフット

ボールやアイスホッケーの試合を観戦し

た。点が決まるたびに花火が上がったり、

アイスホッケーの試合中には何度も選手

たちが乱闘するなど、海外のスポーツに

おける盛り上がりには驚いた。

　また電車の中にランチバックを置き忘

れ、それを探すために公共機関の本部に

緊急連絡をするなど、非日常な体験をし

た。電話越しの英語は聞き取ることが難

しく、リスニングに少し自信がついてき

た頃に心を打ち砕かれるという小さい挫

折を経験することができた。

　そして研修中盤の時期には大学の研究

農場を見学した。そこでは過去に足寄町

で酪農コンサルタントの仕事

をされていたのち、アルバー

タ大学で修士を取得、その後

エドモントンに拠点を置いて

お仕事をされている方に農場

の案内をしてもらった。私は

大動物に興味があるので乳

牛を管理している現地の方の

お話を聞けたことは、非常に

学びになったと考える。日本

とカナダの飼養方法の違い、

人々の乳の需要率、第一次産業に対する政

府の取り組みなど、日本を出たからこそ

理解できた彼女の経験・考えを得ること

ができた。

　そして何よりこの研修で１番印象に

残ったことは、ホームステイ先での生活

である。渡航前はリスニングに苦手意識

を持っていたので、１ヶ月間のホームス

テイは正直不安があった。しかしホーム

ステイ先のホストマザーは温かく私を迎

えてくれ、私の拙い英語を理解しようと

努力してくださった。プログラムのイベ

ントが終わり、家に帰ると、ホストマザー

が用意してくださったカナダ料理を同じ

テーブルで一緒に食べ、その日に起こっ

た出来事を話した。その時間があったか

らこそ、英語を話すことへの恐怖心が薄

れ、リスニング力も上がったと感じる。

　また、様々な経験をする中で感じたこ

とがある。それは、現地では前向きな考

えをする人が多いということだ。会話の

中で相手のことを褒める回数が非常に多

く、話し手も自分の意見を話しやすくな

る。ホストマザーに悩みを相談したとき

に、“どんな選択をしたとしても全てあな

たの経験になるし、未来をより良くする

第一歩だよ”という言葉をいただいた。

もちろん日本にいる時も前向きな言葉で

励ましたり、励まされたりすることはた

くさんあるけれど、これほどまっすぐ心

に響く言葉をもらったことは初めてで、

今まで自分が求めていた答えであると気

づいた。これからは私自身も恥ずかしが

らずに自分の思いをはっきりと伝えられ

る関係性を築いていきたいと感じた。

　今回の研修を経て、世界には、日本に

はない生活環境や価値観が存在している

ことを実感した。安全性への不安や、人々

の優しさ、豊富な多様性など渡航前に抱

いていたカナダへの印象が大きく変化し

た。これからは国内はもちろんのこと、

世界のニュースにも関心を持ち、今自分

が何を学び、何をすべきかを考えていき

たいと思う。また現地に行くことによっ

て自らの英語力の不足を改めて感じさせ

られ、英語への、特にリスニングへの向

上心が高まった。この留学によって上達

した英語力をさらに高めていく努力も怠

らず、将来はグローバルに活躍できる人

になることを目標にしたい。留学を通し

て学んだ経験は言葉に表すには非常に難

しく、実際にその土地の空気を吸い、現

地の人々と関わることでしか得られない

ものもある。海外で生活をする大変さや

楽しさ、雰囲気を感じたい人はぜひ自分

の足で研修に行ってみてほしい。

　私は2023年２月５日から３月13日の38

日間、カナダのアルバータ州Warnerにあ

るDriland Feedersという肉牛肥育企業

で実習を行いました。本研修に参加を決め

た理由は、私は将来地元である大阪で農業

高校の教師を目指しており生徒に可能性を

与えられる教師になるために、まず自分自

身が沢山の経験を積んで視野を広げたいと

思ったからです。留学自体は大学１年生の

頃から考えており、コロナウイルスの規制

2022年度　海外農業研修サポートプログラム報告書

ホームステイ先での
relax time

ロッキーツアーで行った
Lake Louise
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が緩和され留学プログラムが行われると知

り本研修に参加を決めました。

　ホームステイ先はDriland Feedersの経

営者であるJacobさんのご自宅にお邪魔

させていただきました。妻のCarolynさん

と娘のElissaの３人暮らしでした。自宅は

Raymondにあり、農場からは車で20分ほ

どかかります。肉牛の企業ということもあ

り、毎日の食事には必ず牛肉が出てきまし

た。アルバータビーフは和牛と違い脂肪交

雑が少なく、赤身で柔らかな肉質なのでと

てもあっさりしていて食べやすかったです。

　この農場では約16500頭の肉牛を飼育し

ており、主な品種はブラックアンガス、ブ

ラウンアンガス、レッドアンガス、シャロ

レー、ホルスタイン（雄）、F1（アンガス種と

シャロレー種の掛け合わせ）です。主にア

メリカの繁殖農家から１回で約250頭の子

牛を導入し、約1200kgまで肥育します。

農場には88個のペンがあり、１つにつき小

さいペンでは50頭、大きいペンでは300頭の

肉牛がおり、かなり広いのが特徴的でした。

　私が大学で動物の行動学について専門に

勉強していることを伝えると、自由に農場

を歩かせてもらったり、Jacobさんの友人

や知り合いの農家さんの牧場を見学させて

もらったりと畜種を問わず様々な牧場を見

ることができ、牧場によっても牛の様子は

全く違いとてもいい勉強になりました。

　２月22日、23日は年に１度開催される

肉牛の大きなカンファレンスがバンフであ

り、私も参加させてもらいました。私たち

はカンファレンスの４日前から出発し、ド

ラムヘラーにあるRoyal Tyrrell Museum

に行き、カルガリーでプロのアイスホッ

ケーの試合を観戦したり、バンフのダウ

ンタウンを観光したり、Lake Louiseでス

ノーボードをしたりとカナダを満喫するこ

とができました。このカンファレンスには

アルバータ州の政府指導者や著名人、そ

して多くの農家や企業等600人以上の人が

集まりました。講演の内容は、アルバータ

ビーフの生産に伴う環境問題や世界への輸

出動向についてなど現代の様々な取り組み

や問題についてでした。たまに専門用語な

どが出てくるとうまく聞き取ることが出来

なかったので、表やグラフがスクリーンに

表示されるととても理解がしやすかったで

す。また、企業の展示ブースなどがあり沢

山の人と話すことができ、話す人みんなが

留学に来た事を歓迎してくれ、カナダを楽

しんでねと言ってくれてカナダの人はとて

も親切だと実感しました。

　Jacobさんの農場では、主に肉牛の行動

学に関するビデオを見たり、農場でのデー

タを見せてもらってそこから何が読み取れ

るのか考えたり、牛の治療を見学したり、

農場を歩いて牛の行動を観察したりと、比

較的自由に実習を行わせてもらいました。

牛の治療はケガをした牛に抗生物質を投与

したり、熱がある牛には解熱剤を投与した

りと症状に合わせてうまく薬を投与してお

り、頸部の下の部分に膿が溜まって切開し

て排出する際も獣医は呼ばずに自らで手術

していたのが日本とは少し違う部分だと感

じました。また、日本とは大きく異なるの

はホルモンインプラントの投与で日本では

投与が禁止されていますが、カナダでは当

たり前のように投与されています。インプ

ラントの投与タイミングは肥育前期と後期

の２回で専用の注入器を使って耳にインプ

ラントを打ち込みます。そうすることに

よって徐々にホルモンが作用し肉牛は増体

し、肉が多くつきやすくなります。日本で

は見ることが出来ない経験をすることがで

きました。

　この農場で１番印象に残っているのは従

業員の方々の牛に対する接し方がとても優

しいというところです。特に治療の際には

牛は警戒してなかなか思う通りに動いてく

れませんが、それでも大声を立てることも

なく優しく牛の動きに合わせて誘導してい

ました。私に対しても英語が思うように話

せなくても会った時には声をかけてくれ、

別の場所に行く際には一緒に来る？と聞い

てくれました。また、日本語に興味を持っ

てくれて日本の写真を見せながら日本の

文化などについて沢山話すことができまし

た。牧場最後の日にはいつでも戻っておい

でと言ってもらい、嬉しかったと同時に沢

山の人に恵まれたことを実感しました。

　Jacobさん一家も休日には沢山の場所

に連れて行ってくれ、カナダを楽しむこと

が出来ました。特に、家のデッキからオー

ロラを見ることが出来たのはいい思い出で

す。Jacobさん一家はお寿司がとても好

きで、帰国前には巻き寿司を作ってご馳走

しました。作り方をレクチャーしたのです

が、皆とても上手く巻くことができて楽し

んでもらえたのでとても嬉しかったです。

　今回、私が留学を通じて１番実感したの

は沢山の人の温かさでした。日本から来た

私を温かく迎えてくれ、拙い英語でも理解

してくれて何回質問しても笑顔で歓迎して

くれました。滞在３日目にして英語がうま

く聞き取れなかったり、周りに日本人が１

人もいないことからホームシックになって

しまいましたがホストファミリーが気分転

換に美味しいものを食べに連れて行ってく

れたり、日本では見たことないボードゲー

ムをして楽しませてくれたお陰で乗り切る

ことができました。今回の留学は、受け入

れてくださったDriland Feedersの皆さ

ん、国際交流課の皆さん、アルバータ酪農

科学技術交流協会の皆様、多くの方の支え

があってこそでした。心から感謝申し上げ

ます。この素晴らしい経験は今後教師を目

指すにあたってしっかりと活かしていきま

す。本当にありがとうございました。

協会創立50周年記念式典・祝賀会を右記の通り開催
いたします。アルバータ大学にて長く当協会のプロ
グラムにご功労いただいたMimi	Hui氏をカナダから
お招きいたします。これまで協会の歩みをお支えい
ただいた皆さまとの旧交を温め、これからの歩みを
また共に始めていきたいと存じます。多くの皆さま
のご出席を賜りますようお願い申し上げます。

日 時：2024年2月28日	水		16時〜（予定）
場所：ホテル札幌ガーデンパレス
会費：5,000円（当日受付にて）
内容：	留学生報告、派遣OB/OGからのスピーチなど 
来賓：	元アルバータ大学エクステンション学部	

　　　　　　エグゼクティブダイレクター			Mimi Hui氏
申込：別途ご案内のフォームよりお申し込み下さい

記念式典
祝賀会
のご案内

50周年
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定期総会・役員一覧・会費等
第51回定期総会と留学報告会の開催

2
0
2
3
年
度
　
役
員
一
覧
（
2
0
2
3
年
9
月
7
日
現
在
）

役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 鈴木　直道 北海道知事
顧　　問 水戸部　裕 北海道 農政部農政部長
会　　長 髙島　英也 学校法人酪農学園 理事長

副  会  長
笠松　宏一 雪印種苗株式会社 代表取締役社長
町村　　均 株式会社町村農場 代表取締役
幸田　幸弘 株式会社丹波屋 代表取締役会長

常任理事 萩原　克郎 学校法人酪農学園社会連携センター センター長

理　　事

戸邉　誠司 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所所長
山口　哲朗 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事組合長
檜尾　康知 日本酪農青年研究連盟 委員長
土門　幸男 一般社団法人ジェネティクス北海道 常任理事
村山　昭二 とわの森三愛高等学校 元校長
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授
髙橋　　茂 酪農学園大学 元教授
岩野　英知 酪農学園大学 学　長
清澤　城次 とわの森三愛高等学校 校　長
𠮷中　厚裕 農食環境学群　環境共生学類 学類長
堂地　　修 農食環境学群　循環農学類 教　授
小川　健太 学校法人酪農学園社会連携センター 副センター長

監　　事
吉田　陽平 学校法人酪農学園 財務課長
前田　　悟 雪印種苗株式会社 経理部長

参　　与

野﨑　則彦 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所副部長
野　　英二 酪農学園大学同窓会校友会 会　長
古川　豊記 酪農学園大学短期大学部同窓会 会　長
小糸健太郎 農食環境学群 学群長
村松　康和 獣医学群 学群長
日向　貴久 農食環境学群　循環農学類 学類長
阿部　　茂 農食環境学群　食と健康学類 学類長
寺岡　宏樹 獣医学群　獣医学類 学類長
林　　英明 獣医学群　獣医保健看護学類 学類長

　2023年９月７日（木）、酪農学園本館に

おいて第51回理事会および第51回定期総

会を開催いたしました。理事会、総会に

おいて2022年度の事業報告、及び決算、

2023年度の事業計画、予算、及び役員に

ついて審議され、全ての議案が承認されま

した。昨年度は新型コロナウイルス感染症

の拡大により、理事会はオンラインでの開

催としましたが、今年度は理事会、定期総

会ともに対面での開催ができました。

　定期総会終了後、2022年度に当協会か

ら奨学金を得てアルバータ大学の夏季研

修プログラムに参加した学生１名が動画

にて、夏季オンライン留学プログラムに参

加した学生１名が対面にて、また、海外農

業研修サポートプログラムに参加した学

生１名がオンラインにて、それぞれ留学報

告を行いました。３名の学生が「プログラ

ムへの参加を通じてカナダや英語に対す

る興味関心が高まったこと」「とても有意

義な経験をできたこと」「新たな視点を得

て成長できたこと」「今回の留学経験を今

後の人生に活かしていきたいこと」など、

非常に前向きな報告を行う姿を見て、コロ

ナ禍でのプログラムの中断を経て、当協会

がコロナ前のような留学の機会を再び学

生に提供できるようになってきているこ

とにあらためて大きな喜びを覚えました。

　これからも、当協会は留学機会の提供を

通じて学生たちの未来を支えていくこと

に対する強い使命感を抱き続けます。引き

続き、皆様のご支援を賜りますようお願い

申し上げます。

❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖ 

◦第１号議案　役員改選について　　　／　◦第２号議案　2022年度事業報告

◦第３号議案　2022年度収支決算および監査報告

◦第４号議案　2023年度事業計画（案）／　◦第５号議案　2023年度収支予算（案）

会費（2023年12月８日現在）
誠にありがとうございます。
感謝をもってご報告申し上げます。
 （敬称略・順不同）

【団体会費】
  11月22日付けで団体会費の納入依頼を
発送させていただきました。納入賜り
ますようお願い申し上げます。

【個人会費】
 相澤　　親 / 青野　芳樹 / 五十嵐広司
 泉澤　章彦 / 伊藤　　智 / 梅岡　一博
 小野　信次 / 加藤　源右 / 加藤　寛治
 金曽　英俊 / 佐藤　敏行 / 千葉　喜好
 長井　信之 / 永谷　芳晴 / 宿田　成宏
  （以上15名）

2023年度会費の納入について
　2023年度個人会費未納の方は、以下の
いずれかの方法で納入にご協力ください。

▶ 年間会費：3,000円

▶ 郵便振替（ 郵便局の払込取扱票でお払い込みください）

　口座番号：０２７８０－９－２３１３１
　加入者名： 北海道アルバータ酪農科学

技術交流協会

▶ 銀行振込（ 以下の口座にお振込みください）

　銀  行  名：北海道銀行　大麻支店
　口座種類：普通　
　口座番号：０１０２５７５
　加入者名： 北海道アルバータ酪農科学技

術交流協会　会長　髙島英也
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